
【知的障がい】
（十勝圏）



普通科のみ設置している知的障がいの特別支援学校

十勝
管内 北海道帯広養護学校

寄宿舎：有

スクールバス：有

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒080-2475 帯広市西25条南２丁目7-3
T E L ０１５５－３７－６７７３
F A X ０１５５－３７－３６４９
E-mail obihiroyougo-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.obihiroyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「明るく、豊かに、たくましく、自ら考え、社会に生きる人を育てる」

□ 目指す子どもの姿

〇学んだことを生活に活かせる子ども
〇自分の言葉で理解、表出できる子ども
〇自分で考え、やりたいと思える子ども

□ 概 要
本校は昭和53年に小学部、中学部が開校し、平成10年には高等部が開設された知的障がいのある生徒

を対象とした特別支援学校です。近年、児童生徒の増加に加え、医療的ケアが必要な児童生徒や盲・聾学
校からの入学等、障がいの多様化、重度・重複化が進んでおり、生徒の実態は多種多様になってきていま
す。本校高等部では卒業後の自立と社会参加を目指し、知的障がいのある生徒の学習上の特性等を踏まえ
た指導を行っています。また、生徒一人一人が自分のもっている力や個性を発揮することで、日々の充
実感や自分が社会にとって役立っていることを感じ取り、社会生活に積極的に関わろうとする力を養いま
す。寄宿舎では、家庭が遠隔地の生徒が一緒に生活しており、一人一人の生活課題に応じた生活力の育成
を目指して定着を図っています。

■ 特色ある教育活動

【 現場実習 】
現場実習は、社会資源を活用した体験活動であり、社会生活につながる効果的な学習です。
６月に１週間（第３学年の就職希望者については２週間）、９月に２週間（就職希望者は４～

６週間）の年間計３週間を計画しています。
また、入学時から卒業後の生活・進路への具体的な見通しをもてるよう、進路学習と結び付け

て施設見学を実施しています。
【 美 術 】

自分で作品を作る喜びや仲間と関わりながら制作する喜びなど、成就感、達成感など感じ、卒
業後の余暇活動の充実を図ることができるよう、外部からも講師を招き普段の授業では学べない
学習を行っています。

□高等部の教育目標
～ 地域社会の一員として充実した生活を送るために必要な力の育成を図る ～
「卒業後豊かな生活を送ることができるために、施設や地域社会で求められる力の育成」を

教育方針としています。「今のこの指導は、生徒の将来にどう役立つのか」、「今のこの指導
は、生徒の現在の生活をどう豊かにするのか」を考え指導しています。
卒業後の豊かな生活は、現在の小さな「できた」の延長線上にあります。小学部(小学校)・

中学部(中学校)での積み重ねをさらに深化させ、青年期における「今の充実」と「将来の充
実」に努めています。
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校外学習の様子 現場実習の様子 ALT交流の様子

高等部祭の様子 現場実習の様子 交流学習の様子

■第１学年の週時程表 ■教育課程の特徴

■卒業後の主な進路先について（令和２年度実績）

□ 一般就労（就労継続A型含む）～１名
□ 福祉的就労（移行支援／就労継続Ｂ型／生活介護／自立訓練）～21名

＊登校時間 ８：４５（月・火・水・木・金）
＊下校時間 １４：４５（月・火・木） １３：１５（水）

１３：５５（金）

作業学習や生活単元学習、日常生活の指導を中心に据え、
国語や数学などの教科の学習、総合的な探究の時間、自立活
動等を適切に配置し、教育課程を編成しています。卒業後の
家庭生活、社会生活、職業生活に結び付く知識・技能や関
心・意欲・態度の育成を目指した教育活動を展開しています。
また、国語、数学、作業学習、自立活動を選択できるよう

にすることにより、生徒一人一人の教育的ニーズに応じた授
業を行っています。
各学習の指導体制については、学年を中心に検討し、生

徒の実態、単元、題材等を考慮しながら必要に応じて学年の
枠を越えたグループ編制を行うなど柔軟に設定しています。

□ 作業学習
作業活動を中心に据えて、働く意欲を培い、将来の社会

生活や職業生活、自立に必要な知識や技能、態度及び習慣
などを身に付ける学習を行います。第２、３学年は、終日
作業学習を行う曜日を設定しています。
※ 授業時数：第１学年 週２又は４時間

第２、３学年 週２､４､６時間
※ 現場実習（１期：１週間、２期：２週間）

□ 自立活動
毎日同じ時間に設定することで、生徒が見通しをもち、

主体的に活動に取り組むことができるようにしています。
※ 授業時数：第１学年 週５､７､９時間

第２､３学年 週３､５､７､９時間
□ 生徒会活動

より良い学校生活を主体的に築こうとする自治的能力を
育成し、責任感をもたせることを目指しています。地域の
大人や社会との関わりを深める社会貢献活動を月に１時間
程度設定しています。

学校ＱＲコード

月 火 水 木 金

1

2

3
国語／
自立活動

音楽

4
数学／
自立活動

美術

5
日常生活
の指導

ＬＨＲ
（生徒会
活動）

6
日常生活
の指導

7
日常生活
の指導

日常生活
の指導

日常生活
の指導

日常生活の指導

自立活動

作業学習
／

自立活動
作業学習

生活単元
学習

生活単元
学習

体育
総合的な
探究の
時間
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

十勝管内 北海道新得高等支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒081-0032 上川郡新得町西２条南７丁目２
ＴＥＬ ０１５６－６４－２０２０
ＦＡＸ ０１５６－６４－２０２１
E-mail shintoku2016-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.shintoku2016.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自ら学び 共に高め 豊かな『生きる力』を育てる」

□ 校 訓
「自主」「協働」「自省」

□ 概 要
本校は平成28年に開校した知的障がいのある生徒を対象とした特別支

援学校です。木工科、家庭総合科の２学科を設置しています。知的障がい
のある生徒の学習上の特性等を踏まえ、新得町の豊かな地域資源を活用し
た作業学習などの学習を通して、「生徒一人一人の『生きる力』」を養う
教育を行っています。

■特色ある教育活動

【 木工科 】
木工科では、スツールやベンチ、レーザー加工機によるネームプレートなどの木工製品の製作を中心

とした学習活動を行っています。

【 家庭総合科 】
家庭総合科では、縫工製品の製作、製菓作業を中心とした学習活動を行っています。

【 校外作業学習 】
第１、２学年を対象に、半年間毎週１回、新得町内の事業所の御協力をいただき、地域の中で働くこ

とを学びます。リゾート施設や福祉施設、新得町役場、公民館など、学校周辺の企業や施設で学習を行
います。

【 さくらプロジェクト 】
本校の生徒が町内の新入学児童に向けてスツールや給食セット（エプロン・三角巾）等の製品を製作

し、入学記念品として贈呈します。この取り組みは新得町と共同で行う社会貢献事業です。働く意義を
理解し社会貢献する態度を養うとともに、自己有用感、自己肯定感を育てることを目的としています。

【 ＩＣＴ機器の活用 】
パソコンやタブレットなどのＩＣＴ機器を積極的に活用した授業を実践し、効果的な学習活動を展開

しています。
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（学習の様子１） （学習の様子３）

木工科：木材加工の作業 家庭総合科：縫製作業 家庭総合科：製菓作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

校外作業学習 さくらプロジェクト：椅子の贈呈式 ＩＣＴ機器を活用した学習

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

国語や数学などの各教科の学習を中心に教育
課程を編成しています。また、作業学習では、
働く力を身に付けることを目的に、所属する学
科の作業学習や、校外での作業学習を実施して
います。

□ 自立活動
教育活動全体を通して自立活動の指導を行うと

ともに、自立活動を時間割に位置付けて指導を
行っています。

□ 選択授業
国語、数学、理科、社会、外国語、情報、家

庭、保健体育、音楽、美術の教科から興味のあ
る授業を選択し、主体的に学習に取り組む機会
を設定しています。

□ 保健体育
金曜日３校時の授業の他に、１校時に体力向

上を目的として、継続的に運動する時間を設定
しています。

※保健体育は各学年で行う１単位の授業の他に、
月～水と金に行う全学年合同の授業がありま
す。

※保＝保健体育 自＝自立活動

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：０５（月～金）

【第１学年木工科】

月 火 水 木 金

１ 保/自 保/自 保/自

作業学習

後期は校外作業
学習を行う

保/自

２ 外国語

作業学習 作業学習

国語

３ 社会 保健体育

４ 情報 音楽

５ 数学
作業学習 美術

職業 LHR

６ 選択 理科 総合

【第１学年家庭総合科】

月 火 水 木 金

１ 保/自 保/自 保/自

作業学習

後期は校外作業
学習を行う

保/自

２ 外国語

作業学習 作業学習

国語

３ 社会 保健体育

４ 情報 音楽

５ 数学
作業学習 家庭

職業 LHR

６ 選択 理科 総合

■卒業後の主な進路先について（令和２年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続Ａ型含む）～４名【小売、飲食、土木、洗車】
□ 福祉的就労～８名【就労移行、就労継続B型、自立訓練、地域活動支援センター】

学校ＱＲコード
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職業学科、普通科を設置している知的障がいの特別支援学校

十勝管内 北海道中札内高等養護学校
寄宿舎：有

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒089-1345 河西郡中札内村東５条南１丁目８番地
ＴＥＬ ０１５５－６８－３２６６
ＦＡＸ ０１５５－６７－２０７７
E-mail nakakoyo@hokkaido-c.ed.jp
http://www.nakasatsunaikoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標
「心豊かに生きる力を育てる」

□ 校 訓
「 仲よく 」「 明るく 」「 たくましく 」

□ 概 要
本校は昭和58年に、北海道で３番目に開校した高等養護学校で

す。知的障がいのある生徒が学校生活や社会の中で健康的に、互い
を尊重し合い、主体的に生活し、意欲的に働く力を養うことを目指
し、学習に取り組んでいます。職業学科５学科と、令和２年度から
普通科を設置しています。
寄宿舎を併設しており、居住地が遠隔などの理由により通学困難

な生徒は入舎することができます。寄宿舎では基本的生活習慣の確
立を目指し、集団生活のルールを守り生活しています。

■特色ある教育活動

【 農業科 】
野菜、花、菌生しいたけの栽培や管理、校内外での販売活動に取り組みます。また、降雪期には、乾

燥野菜の製造及びドライフラワー製品の製作に取り組みます。各作業を通して体力の向上を図り、共同
作業や分担作業を通して協調性などを身に付けます。

【 木工科 】
材料取りから切削（機械操作）、研磨、組立て、塗装を行い、木べら、木のおもちゃ、椅子などの製

品づくりに取り組みます。また、木材の種類や特徴などについて学習します。共同作業や分担作業を通
して協調性などを身に付け、機械操作を通して安全への配慮などについて学びます。

【 窯業科 】
粘土を使用し、機械ろくろやよりづくり、板づくりなど、様々な方法で、皿や茶碗、コーヒーカップ

などの製品づくりに取り組みます。また、校内外での販売活動や受注製作にも積極的に取り組みます。
各作業を通して集中力の向上を図り、共同作業や分担作業を通して協調性などを身に付けます。

【 工業科 】
コンクリートの打ち込み、型枠掃除、製品管理、歩道平板の敷設などを行い、歩道平板や民地仕切り

石などの製造に取り組みます。また、降雪期には、真鍮や銅などを使った表札やキーホルダーなどの金
属工芸に取り組みます。各作業を通して体力の向上を図り、共同作業や安全作業などを通して協調性な
どを身に付けます。

【 家庭総合科 】
縫製作業とビルクリーニング（住居の清掃）作業に取り組みます。縫製作業ではミシンを使用した製

作を中心に行い、校内外の販売活動や受注製作に取り組みます。ビルクリーニング作業では、窓ガラス
清掃等に取り組みます。各作業を通して集中力の向上を図り、共同作業や安全作業などを通して協調性
などを身に付けます。

【 普通科 】
国語や数学などの各教科等の学習を中心に、幅広い知識や技能の習得を目指します。また、職業の授

業では、自己選択をしながら幅広い職業体験等を行い、自らの進路を考え、決定する力を育てます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

農業科：野菜や花の栽培 木工科：木材のかんな加工 工業科：コンクリート作業

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

窯業科：コーヒーカップの成形 家庭総合科：ミシンでの縫製作業 普通科：農家での実習（職業）

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

□ 作業学習（職業学科）
職業自立に必要な基礎的な知識や技能、態度

及び習慣を身に付けることをねらいとし、所属
する学科の作業内容を３年間学習します。

□ 生活単元学習（職業学科）
暮らしに関すること、命と健康に関するこ

と、性に関すること、日本と世界に関するこ
と、学校行事に関することなどを中心に、社会
自立するために必要な、目標を達成したり課題
を解決したりできる力を身に付けることを目指
して学習します。

□ 総合的な探究の時間（全学科）
現場実習の事前学習として決意発表会、事後

学習として報告会などの活動や、１日中作業学
習を行う終日作業などの活動を、現場実習と関
連付けて行います。
また、地域の方々との体験活動である地域連

携学習を通して、生徒が自己の在り方や生き
方、卒業後の生活を考え、主体的に進路選択で
きる力を身に付けます。

□ 職業（普通科）
将来の職業自立を目指し、自ら学ぶ内容を選

択しながら、校内での実習や企業等での現場実
習などの幅広い職業体験を通して、働くことに
ついて学習します。

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：２０（月・火・木）／１４：１５（水）／１４：２０（金）

月 火 水 木 金

職業
学科

普通
科

職業
学科

普通
科

職業
学科

普通
科

職業
学科

普通
科

職業
学科

普通
科

１ 体力つくり 音楽/
美術/

保健体育

体力つくり

２ 国語/数学

作業
学習

職業

国語/数学

作業
学習

職業３
作業
学習

職業
生活
単元
学習

社会 生活
単元
学習

家庭
/

外国
語・
情報

４ 理科

５
作業
学習

職業
音楽/
美術/

保健体育

全校集会/
生徒会 音楽/

美術/
保健体育

ＬＨＲ

６

■卒業後の主な進路先について（令和２年度実績:）

□ 一般就労（就労継続A型含む）～９名【飲食業、製造業、小売業など】
□ 福祉的就労～10名【移行支援事業所、就労継続B型、自立訓練】
□ 進学～２名【障がい者職業能力開発校等】
□ その他～３名

職業学科では、作業学習を中心に教育課程を編
成しています。
普通科では、各教科等の学習（国語、社会、数

学、理科、職業、家庭、外国語、情報）を中心に
幅広く学び、職業体験を重ねながら、将来の働く
生活を目指します。

学校ＱＲコード
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職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

十勝管内 北海道中札内高等養護学校幕別分校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒089-0615 中川郡幕別町南町81番地１
ＴＥＬ ０１５５－５５－２１２１
ＦＡＸ ０１５５－５５－２１２１
E-mail naka-makubun-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.naka-makubun.hokkaido-c.ed.jp

■本校の概要

□ 学校教育目標

「たくましく明るく生きる力を育てる」

□ 校 訓
自 立 「十勝で働き、十勝で暮らす人間」
共 生 「共に生きる、共に育つ人間」
克 己 「自らを律し、豊かな思いやりのある人間」
実 現 「自らの夢や希望を実現する人間」

□ 概 要
本校は、平成25年４月に開校した、通学型の高等支援学校です。知的障がいのある生徒を対象に、

専門的に職業教育を行う学校として、学校内のみならず、地域、企業と連携した学習活動を行っていま
す。卒業後の進路は、主に一般就労を目指します。令和２年度に併設していた幕別高校が閉校となり、
令和３年度より幕別分校単独で校舎を利用しており、広い校舎を有効活用し学習活動を行っています。

■特色ある教育活動

社会自立～自己を理解し、自分に自信をもち、必要なサービスを活用して、自らの人生を主体的
に生き、社会参加していくために、「働く力」「暮らす力」「関わる力」「人間性」を身に付ける。

【 コース 】

第２学年から始まる授業で４つのコース（ベースアップコース、ライフスキルアップコース、オー
バーカムコース、デュアルシステムコース）に分かれ、課題となる力の向上と進路実現を目指します。

【 産業総合科の作業内容 】
産業総合科では、働く力を育むために様々な作業内容を学習します。また、地域から依頼される作業

（ライン引きや図書館作業）を行い、「働く力」「暮らす力」「関わる力」「人間性」などの社会参加
するための力を総合的に身に付けます。

【 現場実習・働く力の育成 】
現場実習は第１学年で１回、第２学年で２回、第３学年で１回行っています。

【 デュアルシステムコース 】

毎週木曜日に自分の力で事業所に出勤し、働き、帰宅するという学習を行っています。また、一週
間、一日中作業学習を行う労働週間を設定し、「働く意識」を高めます。
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（学習の様子１） （学習の様子２） （学習の様子３）

デュアルシステムコース：バスの清掃 ライフスキルアップコース：調理学習 現場実習：食品製造

（学習の様子４） （学習の様子５） （学習の様子６）

学校祭（星華祭） 作業学習：駐車場ライン引き 現場実習：清掃作業

■卒業後の主な進路先について（令和２年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続支援A型含む）～７名【製造業、小売業、医療・福祉】
□ 福祉的就労～３名【就労継続支援B型、移行支援】

■第１学年生徒の週時程表 ■教育課程の特徴

第１学年は、月曜日以外毎日、１校時にトレーニ
ング（体力つくり）、作業学習は週10時間行って
います。また教科や作業学習は、２クラス合同で
行っています。
第２、３学年は、毎週木曜日にコース学習を行っ

ており、４つのコース（ベースアップコース、ライ
フスキルアップコース、オーバーカムコース、デュ
アルシステムコース）に分かれて学習します。

□ コースの学習内容

【 ベースアップコース 】

働く上で必要な力を、バランスよく身に付

けます。

【 ライフスキルアップコース 】

家庭生活に関わる力を身に付ける。

【 オーバーカムコース 】

自他を理解し、集団生活や社会生活をスムー

ズに過ごす力を身に付けます。

【 デュアルシステムコース 】

事業所と学校が一体となって、働く力、暮ら

す力、関わる力を総合的に身に付けます。

＊ 登校時間 ８：４０（月～金）
＊ 下校時間 １５：０５（月～金）

【 第１学年 】

月 火 水 木 金

１ LHR トレーニング

２

作業
学習

情報

作業
学習

音楽 数学

３

家庭

社(職) 社(職)

４ 理科 国語

５ 外国語
作業
学習

美術
作業
学習

保健
体育

６ 数学 国語

学校ＱＲコード
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